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氏 名 髙橋 稔                                 （平成 26 年 5月 2 日現在）

学術論文

・論文（査読のあるもの。学会などの抄録などは除く）

・本学学生が著者に含まれているものは赤字で記載

・2007 年以降（個別）と以前（2006 年までの合計）を分けて記載

（論文）

1

2

3

4

5

Kume M, Yasui H, Takahashi M, Yamawaki C, Higashiguchi K, 

Kobayashi Y, Kuroda D, Hirano T, Hirai M, Nakamura T : 

Perioperative change in plasma platinum concentration in patients 

receiving cisplatin-based chemotherapy. TDM 研究, 30(4), 142-8(2013).

査読あり

Yamawaki C, Takahashi M, Takara K, Kume M, Hirai M, Yasui H, 

Nakamura T : Effects of dexamethazone on extracellular secretion of 

cystatin C in cancer cell lines. Biomedical Reports, Vol. 1, 

115-118(2013). 査読あり

Takara K, Yamamoto K, Matsubara M, Minegaki T, Takahashi M, 

Yokoyama T, Okumura K : Effects of α-adrenoceptor antagonists on 

ABCG2/BCRP-mediated resistance and transport. PLoS One, Vol. 6, 

No.2,e30697. (2012). 査読あり

Takara K, Matsubara M, Yamamoto K, Minegaki T, Takegami S, 

Takahashi M, Yokoyama T, Okumura K: Differential effects of calcium 

antagonists on ABCG2/BCRP-mediated drug resistance and transport 

in SN-38-resistant HeLa cells. Mol. Med. Report. Vol. 5, No.3, 603-9 

(2012). 査読あり

Takara K, Fujita M, Minegaki T, Yamamoto K, Takahashi M, 

Yokoyama T, Okumura K: Treatment schedule-dependent effect of 

5-fluorouracil and platinum derivatives in colorectal cancer cells. Eur. 
J. Pharm. Sci. Vol. 45, No.3, 272-81 (2012). 査読あり
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6 Takahashi M, Oka M, Ikeda T, Akiba S, Sato T: Role of 

thrombospondin-1 in hypoxia-induced migration of human vascular 

smooth muscle cells. Yakugaku Zasshi. Vol. 128, No.3, 377-83 (2008).

査読あり

2006 年以前 1 報

用紙不足の場合はページを追加してください。
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著書 著書（2007 年以降（個別）と以前（2006 年までの合計）を分けて記載。）

（著書） 特になし
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学会発表等

・2007 年以降における招待講演演者やシンポジスト

・2007 年以降における国際学会（国内外での開催を問わない）のうち発表者である

もの（共同研究者の場合は除く）

・2007 年以降における本学学生が発表者となっている学会発表（学生が共同研究者

の場合は除く）

（国際学会）

１

２

３

４

（学生発表）

１

２

日本薬学会第 134 回年会（熊本）「低酸素下ヒト腎癌由来細胞における VHL 遺伝子

非依存的な RNA 結合タンパク質の発現誘導」髙橋稔, 山脇知佳, 山本泰弘, 高馬宏

美, 矢上達郎, 中村任 2014 年 3月

日本薬学会第 133 回年会（横浜）「ヒト腎癌由来細胞を用いた VHL 非依存的な低酸

素応答関連因子の探索」髙橋稔, 山脇知佳, 山本泰弘, 高馬宏美, 矢上達郎, 中村任

2013 年 3 月

日本薬学会第 132 回年会（札幌）「ヒト由来癌細胞株の DNA メチル化と抗癌感受性

の関連」髙橋稔, 高良恒史, 中山優子, 奥村勝彦 2012 年 3 月

日本薬学会第 127 回年会（富山）「低酸素が誘導する血管平滑筋細胞遊走因子として

のトロンボスポンジン－１の作用機構」 2007 年 3月

日本薬学会第 132 回年会（札幌）「ヒト由来癌細胞株の DNA メチル化と抗癌感受性

の関連」中山優子, 高良恒史, 髙橋稔, 奥村勝彦 2012 年 3 月

第 33 回日本病院薬剤師会近畿学術大会（大阪）「ヒト腎癌由来 Caki-2 細胞株に対す

るエベロリムス長期曝露の影響」 中山優子，高橋稔 ，中村任 ，奥村勝彦，高良

恒史 2012 年 1 月
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助成金・特許

・2007 年以降に交付された競争的資金（研究助成金の名称と種別、課題、交付年度、

代表者・分担者の別）

・2007 年以降の特許

(競争的資金）

1

2

（特許）

姫路獨協大学 特別研究助成「さらなる臨床応用に向けたシスタチン C 濃度の変動

メカニズムの解明」 2014 年度 （研究代表者）髙橋稔 （研究分担者）中村任, 山

脇知佳, 久米学, 安井裕之

姫路獨協大学 特別研究助成「さらなる臨床応用に向けたシスタチン C 濃度の変動

メカニズムの解明」 2013 年度 （研究代表者）髙橋稔 （研究分担者）中村任, 山

脇知佳, 久米学, 安井裕之

特になし



~ 6 ~

社会活動

2007 年以降の社会における活動等（学会や公的機関の委員や役職など。ただし、学

内や学園内の委員・役職などは除く）

2007 年以降のその他の社会活動（教育機関や公的機関における講演依頼など）

（社会活動） 第 12 回西播・姫路医療セミナー 「在宅医療における薬剤師業務について」

平成 25 年 12 月



~ 7 ~

賞 2007 年以降に受賞した賞

特になし


